
ラグーナ合同、ＭＣＣポイントレース帆走指示書 
 

１、適用規則 

本レースは、別に定める2022ＭＣＣレース要領、コロナ対応で変更、追加、遵守事項及び、 

セーリング競技規則2021‐2024(RRS)とこの帆走指示書を適用する。 

２、参加の条件 

２－１ 責任の所在 

RRS4 に基づき、すべての艇、参加者は自分自身の責任でレースに参加する。主催団体はレース前後、期間

中に生じた物理的損害または身体障害もしくは死亡によるいかなる責任も負わない。  

レースに参加するか、またはレースを続けるかについての艇の決定の責任は、その艇のみにある。 

出艇申告書に艇長がサインをするということは艇におけるすべての参加者がそこに書かれている誓約文に

同意したことである。 

RRS1.2 救命具と個人用浮揚用具にあるようにすべての参加者は救命具、個人用浮揚用具を使用できるよう

な状態でレースに臨まなければならない。 

２－２ 参加資格 

参加資格は、三河湾クルージングクラブ所属艇で、小型船舶安全検査合格艇とする。 

非参加資格艇には、オープン参加を認める。 

２－３ 乗員制限 

乗員は小型船舶安全検査における定員以下とする。コロナ対応制限あり。 

 

３、帆走指示書の変更 

変更はレース当日８時半までにＭＣＣＨＰ掲示板に掲示されるものとする。 

 

４、レースの日程  第１レース １１月１９日（日） 予告信号の時刻（予定）１０時２５分 

第２レース １１月１９日（日） 予告信号の時刻（予定）第１レース終了後１５分以降 

 

５、コース、レースエリア、マーク 

コース   第１レース  スタート（下）→上→下→上→フィニッシュ（下） 4レグ 

第２レース  スタート（下）→上→下→上→フィニッシュ（下） 4レグ 

各マークはポート回り、予告信号前に上マークまでのおおよその距離、方位を本部船に掲示。 

レースエリアは三河大島南東沖とする。 

マーク   マークは、黄色三角錐型、黄色円柱型、またはピンク色円錐型を使用する。 

 

６、スタート    スタートに関する信号は次による。 

５分前  予告信号  ラグナマリーナ旗  掲揚  ホーン１声 

４分前  準備信号  Ｐ旗またはＩ旗   掲揚  ホーン１声 

１分前        Ｐ旗またはＩ旗   降下  ホーン１声（長音） 

スタート       ラグナマリーナ旗  降下  ホーン１声 

スタートラインは、スターボードの端となる本部船オレンジ旗掲揚ポールとポートの端となる 

リミットマーク（下）との間とする。 

スタートラインは５分後に閉じる。５分経過後にスタートする艇は「DNS」と記録される。 

 

７、リコール 

  スタート信号の際、RRS 29.1に違反する艇がある場合には、RRS 29.1により信号を発する。 

                                 （Ｘ旗掲揚、ホーン１声） 

 

ゼネラルリコールの場合は、RRS 29.2により信号を発する。   （第一代表旗掲揚  ホーン２声） 

第一代表旗は次のスタート予告信号１分前に降下し、ホーン１声を発する。 

 



８、フィニッシュライン 

フィニッシュラインは本部船オレンジ旗掲揚ポールとフィニッシュ・マーク（下）との間とする。 

 

９、タイム・リミット 

タイム・リミットは、第１レースは９０分、第２レースは１００分とする。 

タイム・リミット以内にフィニッシュできなかったヨットは、ＤＮＦとして記録される。 

 

１０、エンジンの使用 

スタート４分前以降はエンジンを使用してはならない。 

落水者救助、他艇救授、衝突回避、その他、緊急事態に対処するため使用した場合には、その状況（時間、

地点等）をレース終了後、文書により帆走委員会へ報告しなければならない。 

 

１１、レース艇の義務 

参加艇は、ＭＣＣ所定のレース旗をレース中、もしくはレースを棄権するまでバックステイに掲げなけ

ればならない。（デッキより1.5m以上の位置） 

途中棄権艇は、速やかに棄権の事実を帆走委員会に連絡しなければならない。 

参加艇は、新型コロナウイルス対策遵守事項を遵守しなければならない。 

 

１２、抗議 

１２－１ 抗議は、帆走委員会にある所定の用紙に記入の上、抗議料1,000円を添え、 

最終レース、最終艇フィニッシュ後６０分以内に帆走委員会へ提出しなければならない。 

なお、抗議成立の時は､抗議料は返却される。 

１２－２ 本帆走指示書の 13、14、15 の項目に関する違反は、艇による抗議の対象とはなら ない。 

 

１３、ペナルティー 

軽微な規則違反に対しては、レース委員会の判断により罰則を適用しないことがある。 

 

１４、順位 

修正時間システムは独自方式を採用し、修正時間係数は帆走委員会において決定する。 

修正時間は秒単位まで算出する。小数点以下は四捨五入する。 

修正時間が全く同じ艇があるときは、修正時間係数の小なる艇をもって上位とする。 

 

１５、得点 

得点はクラブレース要領による。 

成績発表はレース後、速やかに実施する。 

成績はクラブ総合成績の他に合同の成績も計算される。 

 

１６、帆走委員会の所在 

帆走委員会は、ラグナマリーナ内に所在する。 

 

１７、緊急連絡先  ラグナマリーナ  0533-58-2950  

          本部船、奥田義明 090-8155-2098  

          ＭＣＣ、担当   スーパーウェーブ 

                      

三河海上保安署  118 (緊急用電話) 0532-34-0118 

 


